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スリランカでは女性が経済に大きく貢献しており、紅茶、衣料、海外への出稼ぎなどの分野で

国の経済の屋台骨を支えています。また、公的部門における女性の雇用もここ数年で急速な伸びを

見せています。男子よりも多くの女子が優れた能力を発揮し高等教育を受けられるようになった結

果、競争率の高い試験をクリアして公的部門に就職する女性の割合が男性よりもかなり高くなって

きました。その結果、公共サービス部門のあらゆるレベルにおいて女性職員の構成比率が上がって

きています。同様に、民間部門においても女性職員の比率が高くなっています。女性の有給雇用者

数の増加に伴い、既婚の若い女性が仕事と家庭の両立できるよういかに支援するかという新たな課

題に、現在この国は直面しています。  

一般的に、女性は家庭で男性よりも多くの役割を担っています。特に、母親としての役割を軽

んじるわけにはいきません。スリランカでは、女性の産休期間は３か月です。しかし産休が明けて

仕事に復帰する際、乳幼児を家に置いて行かなければならないという問題があります。スリランカ

では文化的習慣として、主に実の両親か義理の両親が出産した娘の育児を手伝います。しかしこの

ような親の支援が得られない場合、若い母親たちには深刻な問題が立ちはだかります。スリランカ

では、質の高い手頃な料金の保育施設が不足しているのが実情です。家政婦を雇うにしても、その

大半が子供の世話を適切に行う訓練を受けていないため、信頼して任せることができないのです。

そのため、どこかの時点で仕事を辞めざるを得なくなる母親もいます。また、男性と比べて女性の

方がより頻繁に仕事を休みます。その結果、減収やキャリアアップの妨げ、スキルの低下などに繋

がります。これに加え、男性中心の職業では昇進に関わる差別にも苦しむことになります。  
 
スリランカの政府系機関や民間の事業所のなかには、託児所を設けているところもあります。

そのような職場は若い母親に大変人気があります。近年、政府は託児所を開設する民間の事業所に

対して税金を軽減し、その他にも便宜を図ることを公約しています。しかしその公約に関心を示し

た事業所はほんの数件に留まりました。これを受け、今度は地方自治体レベルで託児所を設立する

提案がなされています。しかしここで問題となるのは、託児所を運営していくために必要となる、

研修を積んだ人員を確保することです。従って、新たに託児所を開設する際は、保育士の教育に投

資することが極めて重要となります。  
 
ジェンダーの区別なく、いかなる人も自分の潜在能力を発揮でき、経済的自立を達成できるよ

うになるべきです。均等な機会が与えられているだけでは、ジェンダー平等の実現には不十分です。

男女が平等に機会を享受できるような、公平な競争の場が必要とされています。スリランカは、女

性による経済への貢献を誇りにしています。しかし、この国の社会経済的発展のために女性の潜在

能力を活用する上で、女性国民に関連する問題や懸念が数多く存在します。働く女性のために託児

所を設立することが、その重大な懸念事項の一つです。さらにこの他にも、経済発展に様々な形で

寄与している女性を取り巻く数多くの問題が存在します。  
 



スリランカの出稼ぎ労働者の大半は女性であり、その殆どの年齢が２５歳から４０歳までです。

幾多の困難にもかかわらず、彼女たちは家族の幸福と生活のために、幼い子どもと家族を故郷に残

して移住します。母親が不在の子供たちは、適切な世話や愛情を受けることもなく、あらゆる苦難

に耐えます。同様に、プランテーションの分野で働く何千人もの女性も、適切な託児所を利用する

ことができません。外国での出稼ぎや地方での自営業など働き方のいかんにかかわらず、女性たち

は同様に子育てへの支援を必要としています。スリランカには母子家庭も多数存在します。男性優

位の世界では、女性が自力で家計をやりくりするのは気が遠くなるほど困難なことです。独力で暮

らしていくために必死にもがいている女性たちの姿は、英雄的という言葉だけでは表現しきれない

ものがあります。 
 
このような状況に変化をもたらすのに最も適した人物は、政治的権力を持つ女性です。スリラ

ンカは、男女が平等に半ばバランスの取れた形で構成する議会を目指していますが、残念なことに

まだそれさえも実現できていません。最近行われた組閣でも、女性閣僚はわずか２名でした。他の

面では色々なことが達成されているものの、社会面・政治面のいずれにしても女性の利益の代弁者

の数が足りていません。そのため、働く母親を支援するための適切な政策が、いまだに保留状態に

なっています。従って、カリスマ的リーダーシップと政治的権力を持つより多くの女性がこのよう

な状況を打開できるよう、スリランカはさらなる努力を続ける必要があります。  
  


